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　ここでの対象とする時代は，大正（1912）に入り，第 1 次世界大戦が終了する大正 7 年


























































































えて約 172 か所（職場 75，地域 97），幼稚園数は 677 か所． その後，保育所は大正８年（1919）
約 16 増，大正 9 年（1920）約 11 増，大正 10 年（1921）約 13 増，大正 11 年（1922）約 24 増，
大正 12 年（1923）約 27 増，大正 13 年（1924）37 増，大正 14 年（1925）32 増，昭和元年
（1926）51 増，昭和 2 年（1927）58 増，昭和 3 年（1928）76 増，昭和 4 年（1929）62 増とな













































図 5『幼年の友』（実業之日本社）明治 38 年（1905）創刊
大正元年（1912）12 月号




図 6　『幼年画報』（博文館）明治 38 年（1905）創刊

























































図 8　『コドモアサヒ』（朝日新聞社）大正 12 年（1923）創刊







図 9　『コドモキング』（児童教育社）昭和 6 年（1931）創刊

















































































図 10　『童話エホン　イソップ物語　キツネトカラスノマキ』湯浅灸策　画・作，春江堂，大正 15 年（1926）．
表紙から全頁朱色の枠で画面が囲まれている．表紙のぞうは赤と紫の混ざりきっていないような変わった色．
どの絵も全面黄色っぽい．こういた配色が文部省いうところの「目に毒」ということなのだろう．紙質は厚
紙．全 10 頁．そこにイソップ物語が 8 話掲載（２話は見開き）．よくこのように短くまとめたものだと感心
させられる．お話というよりも絵を見て楽しむといった感じだろう．
図 11　『ヒコウダイカイ　HIKO DAIKAI』榎本松之助　画・作，榎本書店，大正 9 年（1920）．
赤色と黄色が主で図 10 と同じような明るい「目に毒」の派手さがある．しかし，こちらは石版刷りの版画
である．そのため絵草子のように本文は版画を半分に折って挟み込んであり，和本でいうところの４丁であ










































































図 13　『観察絵本キンダーブック』（フレーベル会）昭和 2 年（1927）創刊
昭和 6 年（1931），12 月号









































図 14　幼年保育研究会編『乗り物畫報』（ポケット講談社）大正 10 年（1921）創刊
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